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九

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
等
の
一
部
改
正
関
係

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合

法
及
び
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に
つ
い
て
、
一
の

１
及
び
３
に
準
じ
た
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
附
則

第
七
条
〜
第
九
条
関
係
）

一
〇

検
討
規
定

政
府
は
、こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
施
行

の
状
況
、
医
療
の
質
の
向
上
に
資
す
る
た
め
の
情
報
の

活
用
の
状
況
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
普
及
の
状
況
そ
の

他
社
会
経
済
の
情
報
化
の
進
展
状
況
等
を
勘
案
し
、
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
改
正
後
の
各
法
律
の
規

定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
条
関

係
）

一
一

施
行
期
日
等

１

経
過
措
置

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
を
定

め
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
三
条
〜
第
六
条
、
第
一

五
条
及
び
第
一
六
条
関
係
）

２

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
平
成
三
二

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

４

他
の
用
途
へ
の
使
用
等

指
定
法
人
は
、
受
託
施
設
に
つ
い
て
、
そ
の
本
来
の

用
途
又
は
目
的
を
妨
げ
な
い
限
度
に
お
い
て
、
他
の
用

途
又
は
目
的
に
使
用
し
、
若
し
く
は
収
益
し
、
又
は
他

人
に
使
用
さ
せ
、
若
し
く
は
収
益
さ
せ
る
行
為
を
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
受
託
施
設
を

所
管
す
る
国
土
交
通
大
臣
又
は
文
部
科
学
大
臣
の
承
認

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
た
。（
第
四
条
関

係
）

５

滅
失
又
は
損
傷
の
場
合
の
報
告

指
定
法
人
は
、
天
災
そ
の
他
の
事
故
に
よ
り
受
託
施

設
が
滅
失
し
、
又
は
損
傷
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、

当
該
受
託
施
設
を
所
管
す
る
国
土
交
通
大
臣
又
は
文
部

科
学
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し

た
。（
第
五
条
関
係
）

６

改
築
等
の
制
限

指
定
法
人
は
、
受
託
施
設
に
つ
い
て
改
築
、
増
築
そ

の
他
の
工
事
（
当
該
受
託
施
設
の
構
造
に
変
更
を
及
ぼ

す
も
の
に
限
る
。）を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
当
該
受
託
施
設
を
所
管
す
る
国
土
交
通
大
臣
又

は
文
部
科
学
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
し
た
。（
第
六
条
関
係
）

７

管
理
台
帳

指
定
法
人
は
、
受
託
施
設
に
つ
い
て
一
定
の
事
項
を

記
載
し
た
管
理
台
帳
を
そ
の
事
務
所
に
備
え
て
置
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
た
。（
第
七
条
関
係
）

８

管
理
状
況
の
報
告

指
定
法
人
は
、
受
託
施
設
に
つ
い
て
、
毎
年
度
の
管

理
の
状
況
を
翌
年
度
の
五
月
三
一
日
ま
で
に
当
該
受
託

施
設
を
所
管
す
る
国
土
交
通
大
臣
又
は
文
部
科
学
大
臣

に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
た
。（
第
八
条

関
係
）

９

商
標
登
録
出
願
等
に
係
る
登
録
料
の
軽
減

法
第
一
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
料
の
軽

減
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
申
請
書
に
、
申
請
に
係
る
地
域
団
体
商
標

の
商
標
登
録
が
認
定
ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画
に

記
載
さ
れ
た
商
品
等
需
要
開
拓
事
業
に
係
る
商
品
又

は
役
務
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
を

添
付
し
て
、
特
許
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
し
た
。（
第
九
条
第
一
項
関
係
）

申
請
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
居
所

申
請
に
係
る
地
域
団
体
商
標
の
商
標
登
録
出
願

の
番
号
又
は
登
録
番
号

登
録
料
の
軽
減
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨

特
許
庁
長
官
は
、

の
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ
た

と
き
は
、
商
標
法
第
四
〇
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二

項
又
は
第
四
一
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
七
項
の

規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
登
録
料
の
金
額
の
二
分
の

一
に
相
当
す
る
額
を
軽
減
す
る
も
の
と
し
た
。（
第
九

条
第
二
項
関
係
）

10

商
標
登
録
出
願
の
手
数
料
の
軽
減

法
第
一
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
商
標
登
録
出

願
の
手
数
料
の
軽
減
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
申
請
に
係

る
地
域
団
体
商
標
の
商
標
登
録
が
認
定
ア
イ
ヌ
施
策

推
進
地
域
計
画
に
記
載
さ
れ
た
商
品
等
需
要
開
拓
事

業
に
係
る
商
品
又
は
役
務
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
証
す
る
書
面
を
添
付
し
て
、
特
許
庁
長
官
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
た
。（
第
一
〇
条
第

一
項
関
係
）

申
請
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
居
所

申
請
に
係
る
地
域
団
体
商
標
の
商
標
登
録
出
願

の
表
示

商
標
登
録
出
願
の
手
数
料
の
軽
減
を
受
け
よ
う

と
す
る
旨

特
許
庁
長
官
は
、

の
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ
た

と
き
は
、
特
許
法
等
関
係
手
数
料
令
第
四
条
第
二
項

の
表
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
商
標
登
録

出
願
の
手
数
料
の
金
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額

を
軽
減
す
る
も
の
と
し
た
。（
第
一
〇
条
第
二
項
関

係
）

11

権
限
の
委
任

こ
の
政
令
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
一
部

を
北
海
道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
し
た
。（
第
一
一
条
関
係
）

12

施
行
期
日
等

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し

た
。（
附
則
第
二
条
〜
第
五
条
関
係
）

こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
も

の
と
し
た
。

◇
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を

定
め
る
政
令
（
政
令
第
七
号
）（
内
閣
官
房
）

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
一
年
法

律
第
一
六
号
）
の
施
行
期
日
は
、
令
和
元
年
五
月
二
四
日

と
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
政
令

第
八
号
）（
内
閣
官
房
）

１

管
理
委
託
の
手
続

国
土
交
通
大
臣
及
び
文
部
科
学
大
臣
は
、
ア
イ
ヌ
の

人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の

施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
所
管
に
属
す
る
民

族
共
生
象
徴
空
間
構
成
施
設
の
管
理
を
指
定
法
人
（
同

項
に
規
定
す
る
指
定
法
人
を
い
う
。
２
に
お
い
て
同

じ
。）に
委
託
す
る
と
き
は
、
契
約
書
に
お
い
て
次
に
掲

げ
る
事
項
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

し
た
。（
第
一
条
関
係
）

管
理
を
委
託
す
る
民
族
共
生
象
徴
空
間
構
成
施
設

の
名
称
及
び
所
在
地

管
理
の
委
託
を
開
始
す
る
年
月
日

管
理
の
方
法

管
理
の
委
託
の
条
件

そ
の
他
必
要
な
事
項

２

管
理
責
任
の
移
転
の
時
期

法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
の
委
託
を
受

け
た
指
定
法
人
（
以
下
単
に
「
指
定
法
人
」
と
い
う
。）

は
、
１

の
管
理
の
委
託
を
開
始
す
る
年
月
日
以
後
、

当
該
管
理
を
委
託
さ
れ
た
民
族
共
生
象
徴
空
間
構
成
施

設
（
以
下
「
受
託
施
設
」
と
い
う
。）の
管
理
の
責
任
を

負
う
も
の
と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）

３

指
定
法
人
の
義
務

指
定
法
人
は
、
受
託
施
設
を
そ
の
用
途
又
は
目
的

に
応
じ
て
善
良
な
管
理
者
の
注
意
を
も
っ
て
管
理
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
た
。（
第
三
条
第
一
項

関
係
）

指
定
法
人
は
、
受
託
施
設
に
つ
い
て
、
水
害
、
火

災
、
盗
難
、
損
壊
そ
の
他
受
託
施
設
の
管
理
上
支
障

の
あ
る
事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
必
要
な

応
急
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し

た
。（
第
三
条
第
二
項
関
係
）

◇
南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和
協
力
隊
の
設
置
等
に
関
す
る
政

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
九
号
）（
内
閣
府

本
府
）

１

南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和
協
力
隊
を
置
く
期
間
を
令
和

二
年
五
月
三
一
日
ま
で
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条

関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。
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